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遡ること約 40 年前の 1975 年、国連は同年を国際婦人（のち女性）年とし、世
界的規模で女性の問題に取り組むことを表明した。それに呼応して、お茶の水女
子大学では、同年 4 月に女性文化資料館を設置し（定員 1 名の専任助手ポスト）、
私は 1976年 1月に赴任した。以来、同館は、専任教員 2名の女性文化研究センタ
ー、ジェンダー研究センターとして展開し、2003 年から 5 年間にわたる 21 世紀
COEの採択時は、定員 3名となり1、国内外のジェンダー研究者との連携も進めた。
また。大学の学部課程においては、女性学・ジェンダー研究の授業科目が設置さ
れ、また大学院課程では、21 世紀 COE の成果として、博士前期・後期課程にジ
ェンダー研究の専攻を設置するなど、学部・大学院におけるジェンダー研究の主 































                                                 
2 舘かおる「序 女性学・ジェンダー研究の創成のために」、舘かおる『女性学・
ジェンダー研究の創成と展開』世織書房 2014参照。 







に訪れたロンドン大学でのポスターを通じて、J.W.スコットの論考 Gender: A 




















                                                 
4 ケイト・ミレット著、藤枝澪子他訳『性の政治学』自由国民社 1973、のちドメ
ス出版 1985（原著 Kate Millet, Sexual Politics, 1970）、シュラミス・ファイアス
トーン著、林弘子訳『性の弁証法』評論社 1972（原著 Shulamith Firestone, The 



























                                                 
5 Joan W. Scott,‘Gender: A Useful Category of Historical Analysis’, The 
American Historical Review,Vol.91.No.5, December 1986（Joan W. Scott, 
Gender and the Politics of History, Columbia University Press, 1988 所収）、ジョ
ーン・スコット著、荻野美穂訳『ジェンダーと歴史学』平凡社 1988。 
6 ジョン・マネー、パトリシア・タッカー著、朝山新一訳『性の署名』人文書院 1979
















女性学 Women’s Studies、男性学 Men’s Studies、ジェンダー研究 Gender 
Studies の登場に加え、現在ではセクシュアリティ研究 Sexuality Studies、クィア




2014 年 10 月 1 日段階のサイトによれば、アメリカでは約 900 のリンク先がある
と記されている。一事例を紹介すると、ボストン大学では、博士前期課程の学位 
M.A.を Women's, Gender & Sexuality Studies Program において取得することが
でき、インディアナ大学では、博士後期課程の主専攻、副専攻（Indiana University 
Ph.D and Ph.D. Minor in Gender Studies）としてジェンダー研究の学位を取得す 




ター）１号 1998、いずれも舘かおる前掲書 2014に所収。 



























う。学問の専門分野、体系を示す場合、英語では discipline, a branch of knowledge
と表現したりするが、研究・調査・課題を示す際には、studies や research という
英語を使うことが多い。Studies の場合は、すでに学問の専門分野として確立され、 
                                                 
9 国立女性教育会館作成「国立女性教育会館 女性学・ジェンダー論関連科目デ
ータベース」2000―2008 http://winet.nwec.jp/jyosei/search/ 2014年 10月 1日参照。 










































 法学ないし法律学の場合をみると、その学問名を Law と表現する場合と Legal 
Studies と表現する場合がある。UCLA 教授フランシス・オルセンは、アメリカ
の法学研究の領域において 1980年代からCritical Legal Studies （批判派法研究）
の中に Fem-Crits と呼ばれるフェミニズムの分科会を発足させて法学の革新を追
求し始めていた。そのフランシス・オルセンをお茶の水女子大学ジェンダー研究
センター外国人客員研究員として 1997年 5月から 8月末まで招聘し、How Legal 
Studies can Contribute to Gender Studies: Toward a Broader Understanding of 
Lawと題する 5回の夜間セミナーを開催した。次いで Michele A. Paludiの著書
Sexual Harassment on College Campuses: Abusing the Ivory Power (State Univ 







                                                 
12 この時のオルセンの連続講義は、他の論考も含めて再構成し、フランシス・オ
ルセン著・寺尾美子編訳『法の性別』（原題 The Sex of Law: How the Public/ 
Private Dichotomy Reinforces Gender Inequality）東京大学出版会 2009として刊
行した。なお、夏季ワークショップは「アカデミック・セクシュアルハラスメン
ト」をテーマに 2日間にわたり開催された。その時の様子は、「いま、注目を浴び




























                                                 
13  フランシス・オルセン同上書 85-86 頁。 
14 伊藤和子「書評 フランシス・オルセン『法の性別』」ジェンダー法学会編『ジ
ェンダーと法』No.7 (2010) 150－151頁。 





なお、ジェンダーに敏感な Legal Studies の動向は、実務において法に携わる女
性の増加とも符合している。日本弁護士連合会両性の平等に関する委員会が編
集・刊行した『女性弁護士の歩み―3 人から 3000 人へ』（明石書店 2007）の副題










編 1 第 1章 第 12図 司法分野にお
ける女性割合の推移 
『弁護士白書 2014年度版』79頁 








































































                                                 
17『損害賠償から考える 女性のいのちの値段―かながわ女性ジャーナル 17号』
（1999 年 3月、神奈川県立かながわ女性センター企画発行）、福島みずほ「幼児
の死亡損害の男女格差」『裁判の女性学』（有斐閣 1997年）でも最高裁 1986年 11
月 4日判決について取りあげている（同書 170－171頁）。 
18 吉田克己「10 章 逸失利益論―家事能力喪失を中心として」『講座ジェンダー
と法第４巻 ジェンダー法学が切り拓く展望』日本加除出版 2012 年 135-148 頁。 
19 田中靖子「年少者における逸失利益の男女間格差」『立命館法政論集』第 2号

















で死亡した場合、稼働可能年数を 18歳から 67歳までの 49年間、生活費を 5 割、















男 5,296,800 3,839,600 4,585,100 4,841,300 6,481,600 

































                                                 
20 最判昭和 39（1964）年 6月 24日（民集 18巻 5号 874頁）。 
21 「女性労働者全年齢平均賃金額を基礎として算定が相当」最高裁 1986年 11月 4
日判決（判例時報 1216号 74頁）、「逸失利益『命の値段』に男女の差」『朝日新聞「ニ
ュ―スのこ・と・ば」』2001年 3月 17日。 
22 奈良地裁葛城支部における判決（2004年 7月 4日）。  
23 岡本友子「近時の裁判実務における年少女子の逸失利益の算定と男女間格差につ

















別表第 1 障害等級表と労働能力喪失率、保険金額 
等級表 後遺障害の項目 保険金額 
第 7級 12 





第 9級 生殖器に著しい障害を残すもの 616万円 
第 12級 13 





第 14級 男子の外貌に醜状を残すもの 75万円 
  
 女子は外貌、男子は睾丸と、あまりにも露骨な等級化であるが、2010年 5月
27 日に京都地裁で、原告の 21 歳の男性が、外貌の醜状障害につき、障害等級
表で男女により差別的扱いをしていることは、先に引用した憲法 14条の１項に 
                                                 
24 「逸失利益ゼロは不当」『北海道新聞』2007 年 3月 15日、「障害者の逸失利益 0









等級表 後遺障害の項目 保険金額 
第 7級 12 





第 9級 11-2 外貌に相当程度の醜状を残すもの 616万円 
















                                                 
25 http://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/09/s0930-7.html 胸腹部臓器の障害認定







◯平成 13年 12月 10日東京地裁判決：被害者はイスラエル籍男性でオーバース
テイ。症状固定後 2 年間は日本での月収 50 万円を基礎に、その後は ILO 賃金
統計によるイスラエルの収入を基礎とし算定。 
◯平成 17 年 11 月 30 日大阪地裁判決：被害者は韓国籍の男性。症状固定後 3
年間は日本での年収を基に、その後 67歳までは韓国の平均賃金を基礎として算
定。  












今日、性をめぐる研究領域では、Women’s Studies、Men’s Studies、Gender 
Studies、Sexuality Studies に加え、Lesbian Studies、Gay Studies、Bisexual 






















































































4‐2. 未来社会へのシミュレーション―「状況におかれた知」    
 ダナ・ハラウェイは、今から 30 年前の 1985 年段階で、「状況におかれた知」
（Situated Knowledge）という論考において、客観性を標榜する科学を一つずつ 
                                                 
26 ペットのお墓 http://pet-ohaka.jp/ 2014.12.15再アクセス。 




































                                                 
29 ダナ・ハラウェイ著、高橋さきの訳「サイボーグ宣言」『猿と女とサイボーグ』





有機体 Organism ⇒ 生体部品 Biotic component 
生理学 Physiology ⇒ 通信工学 Communication engineering 
優生学 Eugenics ⇒ 人口操作 Population control 
衛生 Hygiene ⇒ ストレス管理 Stress Management 
微生物学、結核 Microbiology, tuberculosis ⇒免疫学、エイズ Immunology, AIDS             
有機的分業 Organic division of labor ⇒ 人間工学と労働の人工頭脳工学
Ergonomics / cybernetics of labor 
生殖／再生産 Reproduction ⇒ 複製／模造 Replication 
性役割の有機的個別化 Organic sex role specialization ⇒ 優良遺伝子戦略
Optional genetic strategies 
人種的な存在の連鎖 Racial chain of being ⇒新帝国主義、国連的ヒューマニズム 
Neo-imperialism, United Nations humanism 
家庭／工場での科学的管理 ⇒ グローバルな工場、在宅勤務用電脳住宅 
Scientific management in home/factory    Global factory/Electronic cottage 
家族／市場／工場 Family/Market/Factory ⇒集積回路上の女性 
Women in the Integrated Circuit 
家族賃金 Family wage ⇒ 男女同一賃金 Comparative worth 
公 ／私 Public/Private ⇒ サイボーグの市民権 Cyborg citizenship 
自然／文化 Nature/Culture ⇒ 差異の諸分野 Fields of difference 
性 Sex ⇒ 遺伝子工学 Genetic engineering 
労働 Labor ⇒ ロボット工学 Robotics 
精神 Mind ⇒ 人工知能 Artificial Intelligence 
白人資本主義的家父長制 White Capitalist Patriarchy ⇒支配の情報 
  The Informatics of Domination 































                                                 
31 谷口洋幸「性的マイノリティと法制度―性別二元論・異性愛主義への問いかけ」














































を、漢字では「性／別研究中心」、英語では、Center for the Study of SEXUALITIES
と表記している。何春蕤が意図する「性／別」攪乱の含意は、英語表記では、大
文字の複数形の SEXUALITIES が当てられており、いわゆるセックス、ジェンダ





















    英語圏        台湾語圏        日本語圏               
   Sex work           性工作      セックスワーク 
   Queer              酷児      クイア 
   Transgender        跨性別     トランスジェンダー 
    Performativity          操演      パフォーマティヴィティ、 
行為遂行性 
   Pornography            色情      ポルノグラフィ 
   Self-empowerment      自我賦権       セルフ・エンパワーメント 
   Sexual harassment      性騒擾     セクシュアル・ハラスメント、 
                                               性的嫌がらせ        




























※本論文は 2014年 6月 12日に開催された“全学共通副専攻「ジェンダー研究」キックオフ
記念講演会での講演「大学におけるジェンダー研究教育の意義―『スタディーズ』というス
タンス」を元に執筆されたものである。 
 
 
